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録した。そしてそれらの内容を「Ａ：単元構成に関する技術」「Ｂ：授業技術」「Ｃ：生徒への対

応」「Ｄ：授業観」の４つの視点からＥ教諭の実践的知識を分析し、コーディングを行い整理した。 

こうして、Ｅ教諭の授業実践に関する実践的知識について包括的に検討を行った。 

 

３ 研究結果と考察 

（１）国語科教師の授業力量に関する質問紙調査の結果(研究１)

質問紙調査から小学校と中学校の国語科教師が重要だと認識している授業力量は、子どもの学

習状況を把握してきちんとした学習ルールを確立すること、子どもと良好なコミュニケーション

関係を築いて授業を活性化させること、の順で認識度が高かった。次いで小学校では児童の発言

を促す適切な発問をすること、中学校では教材研究に時間を掛けることであった。国語科の「基

礎的な資質」、「学習者の把握」、「教材把握力」、「国語科の授業構想力」、「授業実践力」、「授業評

価力」の重要度において平均が 4.00 より高い結果が得られた。一方、習得度では、すべての項目

において 0.1％水準で有意の差が見られ、重要と認識しているものの実際には習得できていない

という結果が得られた。 

国語科教師の授業力量に関する質問紙調査の自由記述の分析では、授業改善にどのような取り

組みや研修の機会が効果的であったのか記述してもらった３つの内容を年代別にＫＪ法を用いて

検討した結果、表１のように 22 項目に分類することができた。 

 

表１ 年代別国語科教師の授業改善への取組の効果 
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１ 問題の所在と研究目的 

文部科学省の答申「教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策について」で

は、教師に求められる資質能力として、教職生活全体を通じて実践的指導力等を高めるとともに、

絶えず学び続ける存在であることが不可欠であるとされている(文部科学省，2012)。そのために

は、校内研修等を活性化させ、教師のもつ実践的知識の交流を盛んにしていくことが求められる。  
しかし、学校現場の多忙化により校内研修の時間の確保が難しいという状況がある。また、団

塊の世代にあたるベテラン教師の大量退職期を迎え、年齢構成のアンバランスが生じており、ベ

テラン教師の卓越した実践的知識が若手教師や中堅教師に継承されていないという危機に直面し

ている。このような学校を取り巻く環境のなか、ベテラン教師のもっている卓越した実践的な知

識を解明し、その知識を参考として応用していくことは重要であると考える。そこで本研究では、

ベテランの国語科教師にどのような実践的知識があるのか解明するために、研究１では静岡県内

の小学校(104校 122名)及び中学校(102校 275名)の国語科を担当する教師を対象とした質問紙調

査を実施し、国語科を担当する教師が重要であると考えている具体的な授業力量を解明しようと

試みた。研究２ではベテラン中学校国語科教師に視点をあてて長期的に協働実践や参与観察をす

る質的な調査を行うことで、具体的にどのような実践的知識があるのか解明しようと試みた。 
 
２ 研究の方法 

研究１ 国語科の授業力量に関する質問紙調査では、平成 25 年 7 月 25 日に開催された浜松市教

育研究会国語部全体研修や、静岡県内の中学校へ郵送法を用いて行うことで小学校 122 名分、中

学校 275 名分の結果を回収した。質問項目は授業力量に関する下位項目、「国語科の基礎的な資質

について」、「国語科の教材把握力について」、「学習者の把握について」、「国語科の授業構想力に

ついて」、「国語科の授業実践力について」、「国語科の授業評価力について」の６つの領域、37 項

目を設定し５件法で回答を求めた。また、授業力量を形成していくうえで様々な研修機会がどの

程度効果があると認識しているか問う 23 項目を設定し５件法の回答を求めた。さらに、国語科教

師が授業改善にどのような取り組みが効果的であったと考えているのか自由記述を求め検討した。 

研究２ ベテラン中学校国語科教師の実践については、2013 年４月から 11 月までの計 66 日間、

静岡県Ｈ市立Ｋ中学校の１年部に所属するＥ教諭(47 歳：男性)の授業を参与観察、共同単元開発、

筆者が中心となる授業の実施、ＴＴ(ティームティーチング)参加するなどして、授業中の発話を

ＩＣレコーダによって記録するとともに、必要に応じて参観した授業実践に関してインタビュー

を行った。授業の発話に関しては全 41 時間分の発話をＩＣレコーダで記録した。さらに、授業実

践している１年生４クラスに関してのＥ教諭への事後インタビューを 16 回(合計８時間分)行っ

た。また、校内研修や研修推進委員会に参加し、研修主任であるＥ教諭の授業に対する考えを記
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「Ⅳ：物語文」の単元構成は、「人はなぜ物語や小説を読む

のか」という共通テーマを立て、単元の最後に追究学習とし

て「人はなぜ物語や小説を読むのか」意見文やパンフレット

を書く活動を設定している。また、文の種類ごとに本文を塗

り分ける実践も行われた。まずＥ教諭が生徒に、「本文を読ん

で、どんな種類の文に分けられると思う？」と投げ掛けると、

生徒から「登場人物の気持ちを表している文」、「登場人物の 

図１.本文の描写内容ごとの塗り分け 行動を表している文」、「場の様子や情景を表している文」の３

種類があるという意見が出た。そこで、登場人物である「少年」の心情とそれを反映している行動

を読み取るために、「直接の心情描写を赤色」、「行動描写を青色」、「情景描写を黄色」、の３種類に

読み分け、本文ワークシートを３色で塗り分けした。さらに、全体交流では生徒が発表した意見を

取り上げ、図１のようにその場で黒板の拡大本文をマジックで塗り分けて分類した。このように、

本文を３色に塗り分ける視覚的な分かりやすさや、色の塗り分けという具体的活動を取り入れたこ

とで、生徒は集中して学習に取り組むことができていた。 

また、生徒とのコミュニケーションを大切にしながら授業を展開させていた。表３は、

10 月 23 日に行われた 1 年 1 組における文学的文章「少年の日の思い出」(ヘルマン・ヘッ

セ)における２時間目にあたり、物語の概要を確認したあとの授業終盤に、発話 No.1 で「こ

の話を、簡単に言い表すと、どういう話？」と生徒に発問し、生徒と教師や生徒どうしの

対話を引き起こしている。

表３ 対話を通した物語文のまとめ 

Ｅ教諭 生徒 発話の主要部分 
 

No.1全体への発問 

 

No.3発問の補足・追加 

 

 

No.8生徒Ｃの意整 

 

No.10生徒Ｄの意見整理 

 

No.12 生徒Ｅの意見の整

理・意見をつなぐ投げ掛

け 

 

No.14 生徒Ｆの意見の整

理 

 

No.15 次時の課題の投げ

掛け 
 

生徒Ａ 

No.2意見の提示 

 

生徒Ｂ 

No.5意見の提示 

生徒Ｃ 

No.7意見の提示 

生徒Ｄ 

No.9意見の提示 

 

生徒Ｅ 

No.11意見の提示 

 

生徒Ｆ 

No.13意見の提示 

 

 

No.1(Ｅ教諭)：簡単に言うと、この「少年の日の思い出」っ

てどんなお話ですか？【全体への発問】 

No.2(生徒Ａ)：蝶(チョウ)をおしつぶした話。【意見の提示】

No.3(Ｅ教諭)：ある程度どんな話か伝わるように書いてくだ

さい。【発問の補足・追加】 

NO.5(生徒Ｂ)：蝶をつぶす話。【意見の提示】 

No.7(生徒Ｃ)：友達の蝶を盗んでしまう犯罪。【意見の提示】

No.8(Ｅ教諭)：罪を犯してしまう。【生徒Ｃの意見整理】 

NO.9(生徒Ｄ)：(略)【意見の提示】 

No.10(Ｅ教諭)：一度起きたことは二度と、つぐないのできな

いということを悟った、知ったという話。【意見の整理】 

No.11(Ｅ教諭)：(略) 

No.12(Ｅ教諭)：こういうことを「友人」に話すというお話。

（※板書）他に意見がある人？【意見をつなぐ問い掛け】 

No.13(生徒Ｆ)：エーミールの蝶を盗み、エーミールを傷つけ

てしまった。だから自分の欲望を捨てるために蝶をつぶし、

欲望は恐ろしいという話だと思います。 

NO.15(Ｅ教諭)：次の時間では、みんなに本当に考えてもらい

たいことがあります。「僕」は本当に蝶を盗んだんでしょう

か？ 【次時の課題の投げ掛け】 
※10月23日 1年1組授業発話より 

 

さらに、それらの 22 項目は「Ⅰ：同僚との研修」、「Ⅱ：校外研修」、「Ⅲ：自主・自発的研修」、

「Ⅳ：組織風土」のカテゴリーに整理することができた。 

以上の結果から、小学校や中学校の国語科を担当している若手、中堅、ベテランの教師は、授

業について意見を交わす「同僚との研修」や、自ら単元開発をして研究授業を行う「自主・自発

的研修」において授業力量が形成されていると認識していることが明らかになった。 

 

（２）ベテラン中学校国語科教師の実践的知識に関する調査結果(研究２) 

Ｈ市立Ｋ中学校のＥ教諭の実践に共同単元開発や参与観察することで具体的に分析したデータ

は、「Ⅰ:年間指導計画」(１時間)、「Ⅱ:授業ガイダンス」(１時間)、「Ⅲ:詩」(９時間)、「Ⅳ:物

語文」(６時間)、「Ⅴ:説明的文章」(９時間)、「Ⅵ:古典」(９時間)の６つの単元計画及び単元で

ある。その結果、例えば「Ⅰ：年間指導計画」(4/3 実施)の単元構成に関する技術では、教科書

教材を関連のある内容ごとに順序を組み替え、オリジナルの差し込み教材を入れることで大単元

を構成する《目標に即した単元間の有機的な配列》が抽出された。授業観では、実際の生徒の実

態をよく見て単元の目標を定めていく《生徒の実態に応じた柔軟性の重視》や、生徒とのコミュ

ニケーションを基盤にしてこそ充実した授業が成立するという強い思いから《生徒の実態に応じ

た柔軟性の重視》、単なる受験学力に対する学力ではなく社会で生きていくために必要な学力を身

に付けさせたいという《生徒の有用感の重視》が抽出された。表２は、「Ⅳ：物語文」単元の展開

である。 

 表２ 物語文の単元展開 

《単元の推移》全６時間 

今までに読ん

だことのある

物語を読んで、

物語の楽しさ

を振り返ろう

(1) 

 「にじの見える

橋」を読んで感想

を書こう 
新出漢字の学習 
意味調べ  
(1) 

 「にじの見える

橋」を読んで、少

年の気持ちがど

んな言葉で表現

されているのか

考えよう (1) 

 「にじの見える

橋」を読んで、本

文を心情描写、行

動描写、情景描写

に塗り分けよう

(1) 

 「にじの見える

橋」を読んで、ど

んな心情描写、行

動描写、情景描写

があるのか話し

合おう(1) 

 作品から読み

取ったことを

もとに、自分

の日常生活を

振り返ってみ

よう(1) 
差込み教材「ごんぎつね」 教科書教材「にじの見える橋」杉みき子 

                                                   

 

 

 

 

Ａ：ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

先行教材１ 

(1時間) 

Ｂ：基礎学習① 

本教材① 

(２時間) 

Ｂ：基礎学習② 

本教材② 

(２時間) 

Ｃ：追究学習

表現活動 

(１時間) 

○共通テーマへの 
興味・関心を高 
める差し込み教材 

○先行学習 
・基礎学習の布石と

なる学び 

○・登場人物の心情を、本文ワークシート

に各自で書き込みをする。 
・読み取り①：内容の基本的な読み取り理

解 
・読み取り②：学びを生かして自分で読む

○教科書の物語作品を仲間と交流しながら 
読む 

・読み取り①：自分で読み取ったことをもと

に文の種類や内容を分類する 
・読み取り②：仲間と交流しながら、文の 

種類 や内容を分類する 
・読み取り③：全体で交流しながら、文の 

種類や内容をつかむ 

○物語作品で学んだ

ことを日常生活に

生かすための振り

返り 
○「人はなぜ物語や

小説を読むのか」

意見文を書く 

共通テーマの設定(単元を貫く言語活動)「人はなぜ物語を読むのか」 

パンフレット作り 意見文作りなど 
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「Ⅳ：物語文」の単元構成は、「人はなぜ物語や小説を読む

のか」という共通テーマを立て、単元の最後に追究学習とし

て「人はなぜ物語や小説を読むのか」意見文やパンフレット

を書く活動を設定している。また、文の種類ごとに本文を塗

り分ける実践も行われた。まずＥ教諭が生徒に、「本文を読ん

で、どんな種類の文に分けられると思う？」と投げ掛けると、

生徒から「登場人物の気持ちを表している文」、「登場人物の 

図１.本文の描写内容ごとの塗り分け 行動を表している文」、「場の様子や情景を表している文」の３

種類があるという意見が出た。そこで、登場人物である「少年」の心情とそれを反映している行動

を読み取るために、「直接の心情描写を赤色」、「行動描写を青色」、「情景描写を黄色」、の３種類に

読み分け、本文ワークシートを３色で塗り分けした。さらに、全体交流では生徒が発表した意見を

取り上げ、図１のようにその場で黒板の拡大本文をマジックで塗り分けて分類した。このように、

本文を３色に塗り分ける視覚的な分かりやすさや、色の塗り分けという具体的活動を取り入れたこ

とで、生徒は集中して学習に取り組むことができていた。 

また、生徒とのコミュニケーションを大切にしながら授業を展開させていた。表３は、

10 月 23 日に行われた 1 年 1 組における文学的文章「少年の日の思い出」(ヘルマン・ヘッ

セ)における２時間目にあたり、物語の概要を確認したあとの授業終盤に、発話 No.1 で「こ

の話を、簡単に言い表すと、どういう話？」と生徒に発問し、生徒と教師や生徒どうしの

対話を引き起こしている。

表３ 対話を通した物語文のまとめ 

Ｅ教諭 生徒 発話の主要部分 
 

No.1全体への発問 

 

No.3発問の補足・追加 

 

 

No.8生徒Ｃの意整 

 

No.10生徒Ｄの意見整理 

 

No.12 生徒Ｅの意見の整

理・意見をつなぐ投げ掛

け 

 

No.14 生徒Ｆの意見の整

理 

 

No.15 次時の課題の投げ

掛け 
 

生徒Ａ 

No.2意見の提示 

 

生徒Ｂ 

No.5意見の提示 

生徒Ｃ 

No.7意見の提示 

生徒Ｄ 

No.9意見の提示 

 

生徒Ｅ 

No.11意見の提示 

 

生徒Ｆ 

No.13意見の提示 

 

 

No.1(Ｅ教諭)：簡単に言うと、この「少年の日の思い出」っ

てどんなお話ですか？【全体への発問】 

No.2(生徒Ａ)：蝶(チョウ)をおしつぶした話。【意見の提示】

No.3(Ｅ教諭)：ある程度どんな話か伝わるように書いてくだ

さい。【発問の補足・追加】 

NO.5(生徒Ｂ)：蝶をつぶす話。【意見の提示】 

No.7(生徒Ｃ)：友達の蝶を盗んでしまう犯罪。【意見の提示】

No.8(Ｅ教諭)：罪を犯してしまう。【生徒Ｃの意見整理】 

NO.9(生徒Ｄ)：(略)【意見の提示】 

No.10(Ｅ教諭)：一度起きたことは二度と、つぐないのできな

いということを悟った、知ったという話。【意見の整理】 

No.11(Ｅ教諭)：(略) 

No.12(Ｅ教諭)：こういうことを「友人」に話すというお話。

（※板書）他に意見がある人？【意見をつなぐ問い掛け】 

No.13(生徒Ｆ)：エーミールの蝶を盗み、エーミールを傷つけ

てしまった。だから自分の欲望を捨てるために蝶をつぶし、

欲望は恐ろしいという話だと思います。 

NO.15(Ｅ教諭)：次の時間では、みんなに本当に考えてもらい

たいことがあります。「僕」は本当に蝶を盗んだんでしょう

か？ 【次時の課題の投げ掛け】 
※10月23日 1年1組授業発話より 

 

さらに、それらの 22 項目は「Ⅰ：同僚との研修」、「Ⅱ：校外研修」、「Ⅲ：自主・自発的研修」、

「Ⅳ：組織風土」のカテゴリーに整理することができた。 

以上の結果から、小学校や中学校の国語科を担当している若手、中堅、ベテランの教師は、授

業について意見を交わす「同僚との研修」や、自ら単元開発をして研究授業を行う「自主・自発

的研修」において授業力量が形成されていると認識していることが明らかになった。 

 

（２）ベテラン中学校国語科教師の実践的知識に関する調査結果(研究２) 

Ｈ市立Ｋ中学校のＥ教諭の実践に共同単元開発や参与観察することで具体的に分析したデータ

は、「Ⅰ:年間指導計画」(１時間)、「Ⅱ:授業ガイダンス」(１時間)、「Ⅲ:詩」(９時間)、「Ⅳ:物

語文」(６時間)、「Ⅴ:説明的文章」(９時間)、「Ⅵ:古典」(９時間)の６つの単元計画及び単元で

ある。その結果、例えば「Ⅰ：年間指導計画」(4/3 実施)の単元構成に関する技術では、教科書

教材を関連のある内容ごとに順序を組み替え、オリジナルの差し込み教材を入れることで大単元

を構成する《目標に即した単元間の有機的な配列》が抽出された。授業観では、実際の生徒の実

態をよく見て単元の目標を定めていく《生徒の実態に応じた柔軟性の重視》や、生徒とのコミュ

ニケーションを基盤にしてこそ充実した授業が成立するという強い思いから《生徒の実態に応じ

た柔軟性の重視》、単なる受験学力に対する学力ではなく社会で生きていくために必要な学力を身

に付けさせたいという《生徒の有用感の重視》が抽出された。表２は、「Ⅳ：物語文」単元の展開

である。 

 表２ 物語文の単元展開 

《単元の推移》全６時間 

今までに読ん

だことのある

物語を読んで、

物語の楽しさ

を振り返ろう

(1) 

 「にじの見える

橋」を読んで感想

を書こう 
新出漢字の学習 
意味調べ  
(1) 

 「にじの見える

橋」を読んで、少

年の気持ちがど

んな言葉で表現

されているのか

考えよう (1) 

 「にじの見える

橋」を読んで、本

文を心情描写、行

動描写、情景描写

に塗り分けよう

(1) 

 「にじの見える

橋」を読んで、ど

んな心情描写、行

動描写、情景描写

があるのか話し

合おう(1) 

 作品から読み

取ったことを

もとに、自分

の日常生活を

振り返ってみ

よう(1) 
差込み教材「ごんぎつね」 教科書教材「にじの見える橋」杉みき子 

                                                   

 

 

 

 

Ａ：ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

先行教材１ 

(1時間) 

Ｂ：基礎学習① 

本教材① 

(２時間) 

Ｂ：基礎学習② 

本教材② 

(２時間) 

Ｃ：追究学習

表現活動 

(１時間) 

○共通テーマへの 
興味・関心を高 
める差し込み教材 

○先行学習 
・基礎学習の布石と

なる学び 

○・登場人物の心情を、本文ワークシート

に各自で書き込みをする。 
・読み取り①：内容の基本的な読み取り理

解 
・読み取り②：学びを生かして自分で読む

○教科書の物語作品を仲間と交流しながら 
読む 

・読み取り①：自分で読み取ったことをもと

に文の種類や内容を分類する 
・読み取り②：仲間と交流しながら、文の 

種類 や内容を分類する 
・読み取り③：全体で交流しながら、文の 

種類や内容をつかむ 

○物語作品で学んだ

ことを日常生活に

生かすための振り

返り 
○「人はなぜ物語や

小説を読むのか」

意見文を書く 

共通テーマの設定(単元を貫く言語活動)「人はなぜ物語を読むのか」 

パンフレット作り 意見文作りなど 
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表４の「授業観」は、さらに[生徒に向けた願い]、[教師としての姿勢]、[教科に対する願い]

の３つの概念で構成されており、授業実践の基盤になっている。 

「授業構想段階」の実践的知識は、[教材の配列と単元展開]が中心となっている。その[教材

の配列と単元展開]では、《単元の有機的な構成》と《具体的な単元目標の設定》が教材配列の基

本になり、①《ガイダンス》、②《基礎学習》、③《追究学習》、④《発表》といった単元展開がな

されている。このように単元展開と、各単元固有にみられる実践的知識とで構成されている。 

各単元固有の実践的知識は、[物語文]の単元では《登場人物の心情の読み取り》、《情景描写・

心情描写・行動描写の関連性の読み取り》であった。[説明的文章]の単元の実践的知識では、《文

章構成や段落の役割の習得》、《説得力のある表現方法の習得》であった。[詩]の単元の実践的知

識では、《詩の人物になりきる》、《多様な表現方法を生かした詩の音読》であった。[古典]の単元

では、《古典特有の表現や昔の人々のものの考え方に親しむ》であった。 

 「授業実施段階」の実践的知識は、[生徒への対応]、[授業展開]、[学級に応じた対応]の３つ 

の概念が中心となって構成されており、さらに各単元固有の授業技術が駆使されていた。各単元

固有の授業技術は、例えば[物語文]の単元では〈本文の描写内容ごとの塗り分け〉、〈拡大本文を

活用した全体交流〉、〈複数プリントへの読取りの書込み〉が駆使されていた。[説明的文章]の単

元では〈分割した段落の並べ替えを通した文章構成の学習〉、〈説得力のある表現方法を活用した

意見文の作成〉といった授業技術が駆使されていた。 

 

４ まとめと今後の課題 

研究１の量的な調査からは、小学校及び中学校の国語科教師は「子どもの学習状況を把握して

きちんとした学習ルールを確立すること」、次に「子どもたちとのコミュニケーションを活性化さ

せること」を重要であると認識していることが明らかになった。また、小学校・中学校ともに教

科研修や学年部研修で授業について意見を交わす「同僚との研修」や、自ら単元開発し研究授業

を行う「自主・自発的研修」が授業力量を向上させていると高く評価していることが明らかにな

った。研究２のベテラン中学校国語科教師の実践的知識に関する質的な調査では、Ｅ教諭の実践

から抽出された実践的知識は、基盤となる「授業観」、次に授業を構想する際に活用される「授業

構成段階」の知識、授業を行うときに活用される「授業実施段階」の知識といった３つの段階で

示すことができ、具体的な国語科の授業力量を明らかにすることができた。 

今回の研究においてはベテラン中学校国語科教師の実践的知識を長期的な視点で抽出したが、 

今後は時間の経過にともなう指導方法の変遷や、抽出された実践的知識をどのような機会で身に

付けてきたのかライフ・ヒストリーと関連させてとらえることで、国語科の授業力量を包括的・

総合的にとらえていきたい。また、授業力量の形成を図っていくうえで重要であると認識されて

いるが実際には身に付いていないと認識されていることが調査結果から明らかになった。これら

の落差を埋めていくためには同僚との研修や自主・自発的な研修を推進していかなければならな

い。あわせて、今回の研究で解明したＥ教諭の実践的な知識を目標にして、教育現場で国語科の

授業実践に取り組んでいきたい。 

【主要参考文献】藤原顕(2006)『国語科教師の実践的知識へのﾗｲﾌﾋｽﾄﾘｰ･ｱﾌﾟﾛｰﾁ』渓水社 

佐藤学他(1990)『教師の実践的思考様式に関する研究(1)』東京大学教育学部紀要第 30 巻 

 

ここでは表３で示したように、Ｅ教諭は①発問、②生徒意見の聞き取り、③生徒意見の

整理、④意見をつなぐ投げ掛け、といった過程を通して生徒とのコミュニケーションを大

切にしながら意見をつなげたり整理したりして読み取りを深めている。 

こうして収集したＥ教諭の実践的知識を整理すると、その特徴は表４のように「授業観」、「授業

構成段階」、「授業実施段階」というような３つの段階に整理することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表8-1 Ｅ教諭の国語科授業における実践的知識の構造 

 

※【  】は授業観、《  》は抽出された具体的な実践的知識、〈  〉は具体的な事例を示す

[教師としての姿勢] 

【全員参加の授業構築】 
【クラスの実態に応じる柔軟性】 

 

[教科に対する願い] 

【言葉を大切にする認識】 
【学習者の日常生活の言語 
     活動の促進】 

[生徒に向けた願い] 

【生徒の有用感の重視】 
【コミュニケーションの重視】 

【良好な相互作用】 

基盤的支え

[授業実践段階]

[授業構想段階]

[授業観]

[教材の配列及び単元展開] 

 

[ 古典 ] 

《古典特有の表現や昔の人々の 
ものの考え方に親しむ》 

[ 詩 ] 

《詩に込められた豊かな表現方法 

に親しむ》 

《多様な表現方法を生かした詩の音読》 

[ 物語文 ] 

《登場人物の心情の読み取り》 

《情景描写・心情描写・行動描写の 

 関連性の読み取り》 

[説明的文章] 

《文章構成や段落の役割の習得》 
《説得力のある表現方法の習得》 

[ 詩 ] 

〈詩の読み方の工夫の記入〉 

〈群読発表に向けたグループ練習 

〈多様な表現方法による群読発表会〉 

 

[説明的文章] 

〈分割した段落の並べ替えを通した

文章構成の学習〉 

〈説得力のある表現方法を活用した

意見文の作成〉 

[授業展開]

 

《即興的な判断

による指導

方法の修正》

《授業実践》

[生徒への対応] 

 [全体]    [個] 
 

《生徒の反応》

《底上げのための支援》

《気になる

生徒への個

別の対応》

《対話を通し

たまとめ》

実践化 

《ガイダンス》

《基礎学習》  
①先行教材 (副教材・

オリジナル教材) 
②本教材 (教科書教材)

《追究学習》  

《単元の有機

的な配列》

《具体的な単元

目標の設定》

《全体への

 投げ掛け》

[物語文] 

〈本文の描写内容ごとの塗り分け〉 

〈拡大本文を活用した全体交流〉 

〈複数プリントへの読取りの書込み〉 

 

[ 古典 ] 

〈御伽草子と伝承する昔話との比較〉

〈古語プリントを活用した仮名遣いの習得〉

〈竹取物語の原典の読み合い〉 

〈古典の暗唱に対する認定証の授与〉

《個に応じ

た支援》

[学級に応じた対応] 

《説明や発問の修正と精選》 

《詳しい説明や個人追究時間の追加》

《発表》  

表４ Ｅ教諭の国語科授業における実践的知識の構造 
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表４の「授業観」は、さらに[生徒に向けた願い]、[教師としての姿勢]、[教科に対する願い]

の３つの概念で構成されており、授業実践の基盤になっている。 

「授業構想段階」の実践的知識は、[教材の配列と単元展開]が中心となっている。その[教材

の配列と単元展開]では、《単元の有機的な構成》と《具体的な単元目標の設定》が教材配列の基

本になり、①《ガイダンス》、②《基礎学習》、③《追究学習》、④《発表》といった単元展開がな

されている。このように単元展開と、各単元固有にみられる実践的知識とで構成されている。 

各単元固有の実践的知識は、[物語文]の単元では《登場人物の心情の読み取り》、《情景描写・

心情描写・行動描写の関連性の読み取り》であった。[説明的文章]の単元の実践的知識では、《文

章構成や段落の役割の習得》、《説得力のある表現方法の習得》であった。[詩]の単元の実践的知

識では、《詩の人物になりきる》、《多様な表現方法を生かした詩の音読》であった。[古典]の単元

では、《古典特有の表現や昔の人々のものの考え方に親しむ》であった。 

 「授業実施段階」の実践的知識は、[生徒への対応]、[授業展開]、[学級に応じた対応]の３つ 

の概念が中心となって構成されており、さらに各単元固有の授業技術が駆使されていた。各単元

固有の授業技術は、例えば[物語文]の単元では〈本文の描写内容ごとの塗り分け〉、〈拡大本文を

活用した全体交流〉、〈複数プリントへの読取りの書込み〉が駆使されていた。[説明的文章]の単

元では〈分割した段落の並べ替えを通した文章構成の学習〉、〈説得力のある表現方法を活用した

意見文の作成〉といった授業技術が駆使されていた。 

 

４ まとめと今後の課題 

研究１の量的な調査からは、小学校及び中学校の国語科教師は「子どもの学習状況を把握して

きちんとした学習ルールを確立すること」、次に「子どもたちとのコミュニケーションを活性化さ

せること」を重要であると認識していることが明らかになった。また、小学校・中学校ともに教

科研修や学年部研修で授業について意見を交わす「同僚との研修」や、自ら単元開発し研究授業

を行う「自主・自発的研修」が授業力量を向上させていると高く評価していることが明らかにな

った。研究２のベテラン中学校国語科教師の実践的知識に関する質的な調査では、Ｅ教諭の実践

から抽出された実践的知識は、基盤となる「授業観」、次に授業を構想する際に活用される「授業

構成段階」の知識、授業を行うときに活用される「授業実施段階」の知識といった３つの段階で

示すことができ、具体的な国語科の授業力量を明らかにすることができた。 

今回の研究においてはベテラン中学校国語科教師の実践的知識を長期的な視点で抽出したが、 

今後は時間の経過にともなう指導方法の変遷や、抽出された実践的知識をどのような機会で身に

付けてきたのかライフ・ヒストリーと関連させてとらえることで、国語科の授業力量を包括的・

総合的にとらえていきたい。また、授業力量の形成を図っていくうえで重要であると認識されて

いるが実際には身に付いていないと認識されていることが調査結果から明らかになった。これら

の落差を埋めていくためには同僚との研修や自主・自発的な研修を推進していかなければならな

い。あわせて、今回の研究で解明したＥ教諭の実践的な知識を目標にして、教育現場で国語科の

授業実践に取り組んでいきたい。 

【主要参考文献】藤原顕(2006)『国語科教師の実践的知識へのﾗｲﾌﾋｽﾄﾘｰ･ｱﾌﾟﾛｰﾁ』渓水社 

佐藤学他(1990)『教師の実践的思考様式に関する研究(1)』東京大学教育学部紀要第 30 巻 

 

ここでは表３で示したように、Ｅ教諭は①発問、②生徒意見の聞き取り、③生徒意見の

整理、④意見をつなぐ投げ掛け、といった過程を通して生徒とのコミュニケーションを大

切にしながら意見をつなげたり整理したりして読み取りを深めている。 

こうして収集したＥ教諭の実践的知識を整理すると、その特徴は表４のように「授業観」、「授業

構成段階」、「授業実施段階」というような３つの段階に整理することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表8-1 Ｅ教諭の国語科授業における実践的知識の構造 

 

※【  】は授業観、《  》は抽出された具体的な実践的知識、〈  〉は具体的な事例を示す

[教師としての姿勢] 

【全員参加の授業構築】 
【クラスの実態に応じる柔軟性】 

 

[教科に対する願い] 

【言葉を大切にする認識】 
【学習者の日常生活の言語 
     活動の促進】 

[生徒に向けた願い] 

【生徒の有用感の重視】 
【コミュニケーションの重視】 

【良好な相互作用】 

基盤的支え

[授業実践段階]

[授業構想段階]

[授業観]

[教材の配列及び単元展開] 

 

[ 古典 ] 

《古典特有の表現や昔の人々の 
ものの考え方に親しむ》 

[ 詩 ] 

《詩に込められた豊かな表現方法 

に親しむ》 

《多様な表現方法を生かした詩の音読》 

[ 物語文 ] 

《登場人物の心情の読み取り》 

《情景描写・心情描写・行動描写の 

 関連性の読み取り》 

[説明的文章] 

《文章構成や段落の役割の習得》 
《説得力のある表現方法の習得》 

[ 詩 ] 

〈詩の読み方の工夫の記入〉 

〈群読発表に向けたグループ練習 

〈多様な表現方法による群読発表会〉 

 

[説明的文章] 

〈分割した段落の並べ替えを通した

文章構成の学習〉 

〈説得力のある表現方法を活用した

意見文の作成〉 

[授業展開]

 

《即興的な判断

による指導

方法の修正》

《授業実践》

[生徒への対応] 

 [全体]    [個] 
 

《生徒の反応》

《底上げのための支援》

《気になる

生徒への個

別の対応》

《対話を通し

たまとめ》

実践化 

《ガイダンス》

《基礎学習》  
①先行教材 (副教材・

オリジナル教材) 
②本教材 (教科書教材)

《追究学習》  

《単元の有機

的な配列》

《具体的な単元

目標の設定》

《全体への

 投げ掛け》

[物語文] 

〈本文の描写内容ごとの塗り分け〉 

〈拡大本文を活用した全体交流〉 

〈複数プリントへの読取りの書込み〉 

 

[ 古典 ] 

〈御伽草子と伝承する昔話との比較〉

〈古語プリントを活用した仮名遣いの習得〉

〈竹取物語の原典の読み合い〉 

〈古典の暗唱に対する認定証の授与〉

《個に応じ

た支援》

[学級に応じた対応] 

《説明や発問の修正と精選》 

《詳しい説明や個人追究時間の追加》

《発表》  

表４ Ｅ教諭の国語科授業における実践的知識の構造 
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